
こ
ん
に
ち
は 議
会
で
す
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みまた宮
崎
県

表紙写真／長田峡の紅葉（インバウンド事業で植栽されたもみじ）

発行／三股町議会

・９月定例会（９月28日～10月19日）
・町政を問う 一般質問（７名）
・本町の「地域雇用創造協議会」を紹介します
・「議会と語っみろ会」（愛称）になりました
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議会です。
よい人、よい町、よい政治。 議員が編集した手づくり広報紙

こんにちは

MIMATA



　　  

平成26年度予算の総額

決
算
監
査
の
報
告

平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
並

び
に
基
金
運
用
状
況
を
審
査
意
見
書
に
ま

と
め
、
町
長
に
提
出
し
適
正
で
あ
る
こ
と

の
報
告
を
行
っ
た
。

９
月
の
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い

て
、無
投
票
で
の
当
選
と
な
る
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
所
属
。

�

平
成
29
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
た
。
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
総
額
は
、
歳
入
１
０
５

億
６
１
４
３
万
円
、
歳
出
１
０

２
億
７
８
３
６
万
円
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
税

21
億
５
８
６
９
万
円
。
対
前

年
度
４
・
２
％
増
、
地
方
交
付

税
28
億
１
６
６
６
万
円
で
２
・

１
％
の
減
、
国
庫
支
出
金
18
億

８
３
４
８
万
円
で
４・
９
％
増
、

県
支
出
金
10
億
９
９
９
０
万
円

で
６
・
７
％
増
と
な
っ
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
民
生
費

43
億
５
４
２
万
円
で
０
・
５
％

の
減
、
総
務
費
13
億
６
８
２
３

万
円
で
３
・
０
％
の
減
、
教
育

費
12
億
３
６
万
円
で
17
・
７
％

増
、
土
木
費
10
億
７
６
７
０
万

円
で
64
・
４
％
増
で
あ
っ
た
。

一
般
会
計
決
算

茨木監査員

平成29年度決算　主な事業

新
議
員
紹
介

新坂 哲雄 議員

※�

今
回
は
、
町
長
選
挙
等
の
日
程
に

よ
り
議
会
開
催
が
１
ヶ
月
程
遅
れ

た
た
め
、
12
月
15
日
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
。

2

平成29年度決算 全会一致で認定
町
議
会
で
は
９
月
議
会
を
９
月
28
日
か
ら
10
月
19
日
ま
で
の
22
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。木
佐
貫
町
長
が

3
選
後
の
初
議
会
で
所
信
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
議
会
に
は
、ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
・
前
年
度
の
決
算
認
定
・
本
年
度
補
正
予
算
な

ど
21
議
案
に
諮
問
１
件
意
見
書
案
１
件
、議
員
発
議
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。報
告
は
4
件
で
し
た
。

９月定例会

総務課

消防自動車更新事業
2,224万円

福祉課

子どものための教育・保育
給付事業

17億559万円

町民保健課

休日急患診療・救急医療施設
事業負担金
5,680万円

環境水道課

処分場維持管理事業
1億2,879万円

農業振興課

耕地災害復旧事業
4,668万円

都市整備課

町営住宅整備事業
5億2,682万円

教育課

勤労者体育センター
耐震補強・改修事業
8,305万円

企画商工課

ふるさと納税推進事業
7,360万円

税務財政課

賦課徴収事業
2,443万円



　　  

4
億
2
1
6
4
万
6
千
円　
　

総
額
1
0
9
億
9
2
4
万
円

�・
国
民
健
康
保
険

1
億
9
8
5
6
万
9
千
円　
　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

4
4
4
万
9
千
円　
　

・
介
護
保
険

3
3
9
0
万
4
千
円　
　

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

3
8
4
万
2
千
円　
　

・
梶
山
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

1
2
5
万
1
千
円　
　

・
宮
村
南
部
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

65
万
8
千
円　
　

・
公
共
下
水
道
事
業

7
1
3
万
1
千
円　
　

「
一
般
会
計
予
算
決
算
常
任
委
員
会
」

で
の
主
な
意
見

一
般
会
計

�

●�

三
股
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
情
報
交

流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

�

●�

議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

　
※
詳
細
は
Ｐ
13
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

●�

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化

を
求
め
る
意
見
書

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

�

●�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

条
例
改
正

議
員
発
議

意
見
書

人
事
案
件

兒玉 たえ子 氏
（新 任）

�

●�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

�

●�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

�

●�

一
般
会
計
補
正
予
算

　
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
増
設
関
連
予
算　
他

1
億
6
4
2
6
万
7
千
円　
　

●�
特
別
会
計
補
正
予
算

　
・
国
民
健
康
保
険

　
　
償
還
金
増
額
補
正

木佐貫 克美 氏
（再 任）

馬場　真吾 氏
（再 任）

８
月
27
日 

臨
時
会

増

増

特
別
会
計

増増増増増増増
五本松団地解体等設計業務委託料
も含まれる。

平
成
29
度
三
股
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

「
税
務
財
政
課
」

・�

平
成
29
年
度
決
算
状
況
に
つ
い
て
扶
助

費
が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

回
答
▼�

高
齢
化
や
子
育
て
関
連
等
の
経

費
が
膨
ら
ん
だ
事
に
よ
る
。

「
教
育
課
」

・�

ふ
る
さ
と
振
興
人
材
育
成
派
遣
事
業（
海

外
派
遣
・
国
内
派
遣
）に
つ
い
て
、
派

遣
先
選
定
の
協
議
と
、
派
遣
後
の
調
査

は
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

回
答
▼�

新
た
な
派
遣
先
は
検
討
し
て
い

な
い
。派
遣
後
、継
続
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

審
査
す
る
中
、
福
祉
課
に
説
明
を
求
め

た
が
、
幾
つ
か
回
答
が
当
日
得
ら
れ
ず
、

後
日
新
た
な
資
料
追
加
で
の
説
明
と
な
り

審
査
が
滞
っ
て
し
ま
っ
た
。
保
険
料
ア
ッ

プ
に
対
し
、
周
知
理
解
を
図
る
上
で
、
審

査
に
必
要
な
資
料
の
不
足
、
対
応
姿
勢
に

疑
念
を
感
じ
た
。

「
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
」で
の
主
な

意
見

3

平成30年度補正予算・条例・人事案件等、全会一致で可決



　

内村　立𠮷議員… …………… ５p掲載
①学校の暑さ対策は
②中学校の部活動対策は
③農業用ため池の点検は
④種雄牛の取組みは

指宿　秋廣議員… …………… ６p掲載
①学校へのエアコン設置は
②第5部消防団詰め所の移転は
③通学路の街灯の増設は
④学校内の安全対策は

森　正太郎議員… …………… 7ｐ掲載
①�障害者雇用率の実績は
②�小中学校の気温測定の実施の見通しは
③町長選挙について

池田　克子議員… …………… 8ｐ掲載
①予防教室の今後の対応は
②認知症予防への推進状況は

福田　新一議員… …………… 9ｐ掲載
①通過型から滞在型への転換とは
②全国学力テスト結果は
③学校での短歌づくりは
④合宿誘致に継続的に取り組みを

楠原　更三議員… ………… 10ｐ掲載
①「ふるさと三股」に込めた思いは
②三股の特性アピールは

堀内　義郎議員… ……………11ｐ掲載
①五本松団地跡地の取組は
②小鷺巣地区の宅地分譲は
③熱中症対策は
④町道等の整備は

９
月
議
会
一
般
質
問

ここが聞きたい

一般質問

議員個人が町の事務の執行の状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町
長などに求め町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員がチェッ
クするものです。

一般質問とは

4



一般質問

学校の暑さ対策は

町当局に強く要望したい

質
　
問

教
育
長

　

内 村　立 𠮷  議 員

教
育
委
員
会
で
は
、
国
、
県
か

ら
の
熱
中
症
事
故
防
止
に
関
す
る
通
知
を

受
け
、
職
員
室
に
環
境
省
か
ら
発
表
さ
れ

る
暑
さ
指
数
を
掲
示
し
、
全
職
員
へ
の
周

知
を
す
る
と
と
も
に
昼
休
み
時
間
等
の
過

ご
し
方
に
つ
い
て
生
徒
へ
指
導
を
行
っ

た
。

熱
中
症
疑
い
の
あ
っ
た
生
徒
数

は
全
体
で
４
６
９
名
で
あ
り
、
救
急
搬
送

さ
れ
た
生
徒
は
２
名
で
あ
っ
た
が
、
重
症

で
は
な
か
っ
た
。

普
通
教
室
１
０
８
ク
ラ
ス
あ

り
、
全
ク
ラ
ス
に
設
置
し
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
設
置
方
法
、
財
源
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

	

教
育
委
員
会
と
し
て
は
早
急
に

設
置
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
が
快
適

な
環
境
で
学
習
が
で
き
る
こ
と
を
町
当
局

に
強
く
要
望
し
た
い
。

	

町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今

年
度
中
に
町
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

て
支
援
、指
導
、是
正
を
行
っ
て
い
く
。

県
よ
り
緊
急
点
検
の
依

頼
が
あ
り
町
内
５
ヶ
所（
宮
田
池
、
前
山

池
、上
薗
池
、堂
領
池
、迫
間
池
）全
て
異

常
な
か
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

都
城
和
牛
育
種
組
合
に

お
い
て
雌
牛
を
遺
伝
的
優
劣
か
ら
序
列
化

し
、
血
統
に
応
じ
て
指
定
種
雄
牛
を
交
配

し
て
い
る
。
管
内
で
は
種
雄
牛
の
評
価
を

得
る
た
め
農
家
の
協
力
の
も
と
、
産
子
の

管
内
保
留
を
支
援
す
る
取
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。

本
町
の
小
、中
学
校
の
熱
中
症

生
徒
数
、救
急
搬
送
さ
れ
た
生
徒

数
は
何
名
だ
っ
た
か
。

問

災
害
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
程

の
暑
さ
で
あ
っ
た
。
今
年
、
本
町

の
小
、中
学
校
の
対
策
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。

問

▲緊急点検作業 宮田池

本
町
の
小
、中
学
校
の
エ
ア
コ

ン
設
置
の
対
象
と
な
る
ク
ラ
ス
、

エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
の
見
通
し

は
。

問

教
育
環
境
改
善
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
早
急
に

設
置
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う

が
。

問中
学
校
の
部
活
動
対
策
は

中
学
校
の
土
、日
曜
日
の
運
動

部
活
動
時
間
が
２
年
連
続
で
男

子
全
国
１
位
、
女
子
２
位（
宮
崎

県
）だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
本
町

の
考
え
方
は
ど
う
か
。

問

西
日
本
豪
雨
か
ら
農
業
用
た

め
池
の
決
壊
や
、破
壊
が
相
次
い

だ
こ
と
か
ら
緊
急
点
検
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。本
町
の
た

め
池
は
問
題
な
い
か
。

問

種
雄
牛
の
取
組
み
は

宮
崎
牛
生
産
の
要
で
あ
る
種

雄
牛
の
世
代
交
代
が
進
ん
で
い

る
。
都
城
市
、
三
股
町
、
都
城
農

協
を
中
心
と
し
た
当
地
域
か
ら

の
種
雄
牛
を
出
す
た
め
の
取
組

み
を
し
て
は
ど
う
か
。

問

農
業
用
た
め
池
の
点
検
は

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

5



一般質問

　

指 宿　秋 廣  議 員

学校へのエアコンの設置は

早めの対応が必要と認識して
いる

質
　
問

町
　
長

	

見
送
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
今
回
は

計
上
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
小
中
学
校
の

全
教
室
に
設
置
す
る
方
向
で
の
検
討
を
指
示

し
て
い
る
。

	

第
５
部
消
防
団
詰
め
所
は
、
第
５
地

区
の
防
災
拠
点
施
設
で
あ
る
が
、
急
傾
斜
地

崩
落
危
険
箇
所
で
あ
り
、
か
つ
土
砂
災
害
防

止
法
に
よ
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
入
っ
て

い
る
た
め
、
早
め
の
移
転
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。

三
股
中
学
校
６
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
新
坂
沿
い
の
街
路
灯
に
つ
い
て
要
望
が
あ

が
っ
て
お
り
、
第
６
地
区
自
治
公
民
館
長
５

名
の
連
名
で
要
望
書
の
提
出
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
樹
木
の
伐
採
を
行
い
防
犯
の
効
果

は
高
く
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
現
在
の
状
況
も
検
証
し
な
が
ら
、
増

設
等
に
つ
い
て
は
総
務
課
と
も
協
議
し
、
検

討
し
た
い
。

	

調
査
し
た
結
果
、
梶
山
小
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
１
基
あ
っ
た
。
ま
た
、
危
険
性

は
低
い
と
思
わ
れ
る
が
基
準
に
満
た
な
い
も

の
が
勝
岡
小
に
１
基
、
三
股
小
に
２
基
、
三

股
中
に
１
基
あ
っ
た
。

　
今
後
、
梶
山
小
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
と
勝
岡
小

の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
は
撤
去
。
三
股
小
と
三
股

中
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
は
修
繕
で
対
応
す
る
。

個
人
所
有
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
の
責
任
に
お
け

る
維
持
管
理
が
基
本
な
の
で
、
各
家
庭
で
の

点
検
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
補
修
に
対
す
る
補
助
金
制
度

等
に
つ
い
て
は
、
県
で
も
検
討
が
さ
れ
て
い

る
の
で
、
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

国
の
対
応
が
遅
い
と
し
て
、県

内
で
独
自
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
決

め
た
自
治
体
も
あ
る
。
ま
た
、
都

城
市
は
先
行
し
て
導
入
の
た
め
の

設
計
費
を
９
月
補
正
予
算
に
計
上

し
て
い
る
。本
町
は
な
ぜ
設
計
費

の
計
上
を
見
送
っ
た
の
か
。

問第
５
部
消
防
団
詰
め
所
の
移
転
は

平
成
29
年
12
月
議
会
で
長
田

地
区
の
危
険
箇
所
に
あ
る
公
共

施
設
の
移
転
を
一
般
質
問
し
た

が
、
今
回
は
第
５
部（
長
田
）の

消
防
団
詰
め
所
に
絞
っ
て
質
問

し
ま
す
。危
険
箇
所
に
あ
る
第
５

部
消
防
団
詰
め
所
を
他
の
施
設

よ
り
早
く
移
転
す
る
考
え
は
な

い
か
。

問

通
学
路
の
街
灯
の
増
設
は

勝
岡
の
新
坂
は
、勝
岡
か
ら
蓼

池
に
向
か
う
と
入
口
に
勝
岡
の

納
骨
堂
が
あ
り
、坂
を
上
り
き
る

と
土
砂
災
害
を
慰
霊
す
る
交
通

安
全
地
蔵
尊
が
あ
る
現
場
は
大

変
薄
暗
く
、通
学
す
る
中
学
生
が

怖
が
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。そ

こ
で
、街
路
灯
を
増
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

問学
校
内
の
安
全
対
策
は

学
校
施
設
内
に
地
震
等
で
崩

壊
す
る
よ
う
な
危
険
な
構
造
物

は
何
ヶ
所
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の

対
応
策
は
あ
る
か
。

問

▲危険箇所にある第5部（長田）消防団詰所

通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
取
り

壊
し
に
補
助
制
度
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

問

6



一般質問

　

森　　正太郎  議 員

障害者雇用率の実績は

適正である

質
　
問

総
務
課
長

三
股
町
職
員
の
う
ち
、
障
害

者
雇
用
率
は
３・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、

達
成
で
き
て
い
る
。
役
場
の
障
害
者
雇
用

率
の
算
定
は
、
平
成
17
年
に
策
定
さ
れ
た

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、
障
害
者
で

あ
る
こ
と
の
確
認
は
手
帳
の
写
し
の
提
出

に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
適
正
な
算
定
を
行

っ
て
い
る
。

ま
こ
と
に
遺
憾
と
感
じ
る
し
、
早

急
に
再
発
防
止
へ
の
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
。
公
務
員
と
し
て
は
言
語
道
断

と
い
う
感
じ
を
も
っ
て
い
る
。
数
字
だ
け

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
障
害
者
の
も
つ

力
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
を
研
究
し
、

※

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
も
と
め
て
い
く
環

境
づ
く
り
が
大
事
か
と
思
う
。

※�

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
…
多
様
な
人
材
を
積

極
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
。

長
田
小
で
は
温
度
・
湿
度
計
を

全
学
級
に
配
置
し
て
い
る
が
、
ほ
か
の
学

校
で
は
各
階
ご
と
に
設
置
し
、
計
測
、
確

認
を
し
て
い
る
。
各
教
室
で
の
温
度
・
湿

度
の
計
測
は
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
順
次
整
備
し
て
い
け
る
よ
う
進
め
て

い
く
。

細
か
な
デ
ー
タ
の
把
握
は
し
て

い
な
い
が
、
暑
さ
指
数（
※

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）を

出
し
て
い
る
学
校
が
あ
り
、Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
で

い
う「
厳
重
警
戒
」の
範
囲
に
入
る
日
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

※�
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
…
熱
中
症
を
予
防
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
１
９
５
４
年
に
ア
メ
リ
カ

で
提
案
さ
れ
た
指
標
。

そ
の
時
そ
の
時
に
教
員
が
ど
う

対
応
し
た
の
か
、
報
告
は
う
け
て
い
な

い
。

小
中
学
校
の
全
ク
ラ
ス
に
設

置
し
た
い
。

２
期
８
年
の
活
動
に
対
し
て
一
定

の
評
価
を
い
た
だ
い
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
認
識
か
ら
、
光
栄
に
思
っ
て
い
る

が
、
白
紙
委
任
さ
れ
た
と
は
考
え
て
い
な

い
の
で
、
誠
実
に
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し

た
い
。

小
中
学
校
の
気
温
測
定
の
実
施
の
見

通
し
は全

国
で
熱
中
症
に
よ
る
救
急

搬
送
が
あ
い
つ
ぎ
、
宮
崎
県
で

も
、
部
活
中
の
中
高
生
が
30
人

ほ
ど
救
急
搬
送
さ
れ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
や
、熱
中
症
で
の
死
亡

者
も
報
道
さ
れ
た
。
今
、
子
ど
も

た
ち
が
ど
ん
な
環
境
で
生
活
し
、

勉
強
し
て
い
る
か
、把
握
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問

温
度
・
湿
度
計
の
統
計
を
と
っ

て
い
る
の
か
。

問

「
厳
重
警
戒
」
の
指
数
に
対
し

て
、対
策
は
と
ら
れ
た
の
か
。

問

暑
さ
指
数
や
、
個
別
の
温
度
・

湿
度
を
計
測
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
定
し
て

対
応
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

熱
中
症
対
策
ふ
く
め
、小
中
学

校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
考

え
は
。

問

中
央
官
庁
で
、障
害
者
の
法
定

雇
用
数
に
対
し
、
３
４
６
０
人
の

水
増
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
発
覚

し
た
が
、ど
う
考
え
る
か
。

問

地
方
公
共
団
体
で
あ
る
三
股

町
の
法
定
雇
用
率
は
２・
５
％
に

な
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、本
町
の

障
害
者
雇
用
の
実
績
と
、不
正
は

な
い
か
。

問

町
長
選
挙
に
つ
い
て

無
投
票
当
選
だ
っ
た
結
果
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
か

問
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一般質問

池 田　克 子  議 員

予防教室の今後の対応は

普及・啓発を図る

質
　
問

福
祉
課
長

	

足
も
と
元
気
教
室
14
ヶ
所
・

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
13
ヶ
所
・

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
11
ヶ

所
・
骨
コ
ツ
貯
筋
教
室
１
ヶ
所
で
実
施
。

脳
は
つ
ら
つ
倶
楽
部
を
10
月
〜
12
月
に
か

け
て
開
催
予
定
。
今
後
、
普
及
・
啓
発
と

し
て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
と
活
動

の
支
援
を
図
る
。

現
在
の
予
防
教
室
は
今
後
も

継
続
し
て
い
く
が
、
参
加
の
状
況
や
住
民

の
要
望
、
高
齢
者
や
認
知
症
の
増
加
・
国

の
施
策
等
も
考
え
な
が
ら
毎
年
事
業
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

る
か
、
把
握
し
て
い
な
い
の
で
、
確
認
し

た
い
。
教
室
に
出
向
い
て
い
る
職
員
は
参

加
し
て
い
る
方
の
声
を
聴
い
て
い
る
。

そ
の
支
援
チ
ー
ム
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
と
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
医
師
が
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人

と
そ
の
家
族
を
訪
問
し
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
・
家
族
支
援
な
ど
の
初
期
の
支
援
を
包

括
的
・
集
中
的
に
行
い
、
自
立
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
活
動
実
績
は
な
い
が
、
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
い
る
。

認
知
症
講
演
会
を
３
回
、認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
５
回
、認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
２
回
。ふ
る
さ

と
祭
で
チ
ラ
シ
の
配
布
や
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、普
及
・
啓
発
を
実
施
し
た
。

認
知
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
の

が
生
活
習
慣
病
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。日
常
生
活
で
大
切
に
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
は
①
食
生
活
②
有
酸
素

運
動
③
脳
ト
レ
④
ス
ト
レ
ス
対
策

で
あ
る
。こ
れ
ら
を
取
り
入
れ
た

各
種
予
防
教
室
に
つ
い
て
現
状
と

今
後
の
対
応
は
。

問

町
民
の
皆
様
が
喜
ん
で
参
加
し

て
い
る
事
は「
健
康
寿
命
」を
の

ば
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。あ
る
教

室
で
は
、半
年
で
打
ち
切
り
で
あ

る
と
聞
く
。一
年
を
通
し
て
の
計

画
に
で
き
な
い
か
。

問

各
種
教
室
に
参
加
さ
れ
た
方

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
い
る

か
。

問認
知
症
予
防
へ
の
推
進
状
況
は

日
本
の
高
齢
化
は
最
速
の

ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
る
。全
国
の

統
計
で
、
２
０
２
５
年
に
は
認
知

症
の
患
者
数
が
、約
７
０
０
万
人

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。こ

れ
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約

５
人
に
１
人
の
割
合
で
あ
り
、認

知
症
は
誰
で
も
発
症
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

本
町
で
は
認
知
症
施
策
の
中

に
、認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
そ
の

現
状
は
。

問

認
知
症
予
防
の
活
動
状
況
は
。

問

▲�認知症サポーターリーダーによる紙芝居の様子
(ふるさと祭 )
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一般質問

福 田　新 一  議 員

通過型から滞在型への転換とは

経済の活性化に結び付けたい

質
　
問

町
　
長

春
祭
り
を
は
じ
め
、
パ
ノ
ラ
マ
ま

ら
そ
ん
、
ま
ち
ド
ラ
、
ふ
る
さ
と
祭
り
と

多
彩
で
個
性
的
な
取
り
組
み
が
あ
る
。
ス

ポ
ー
ツ
施
設
も
充
実
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
通
過
型
の
誘
客
や
訪
問
客
で
あ
っ

た
も
の
を
滞
在
型
に
転
換
し
、
街
の
経
済

の
活
性
化
に
結
び
付
け
た
い
。

民
間
事
業
所
が
、
合
宿
用
の
宿
泊

施
設
を
本
年
度
建
設
す
る
計
画
が
あ
る
。

事
業
所
と
連
携
を
図
り
合
宿
誘
致
に
結
び

付
け
た
い
。
誘
致
に
あ
た
っ
て
は
他
の
自

治
体
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
財
政
支
援
も

検
討
し
な
が
ら
誘
致
環
境
の
整
備
に
努
め

た
い
。

小
学
校
は
国
語
Ａ
算
数
Ａ
の

「
主
と
し
て
知
識
」を
問
う
問
題
で
は
全

国
、
県
の
平
均
を
や
や
下
回
る
。
国
語
Ｂ

算
数
Ｂ
の「
主
と
し
て
活
用
」を
み
る
問

題
で
は
、
全
国
、
県
平
均
を
下
回
る
。
理

科
も
同
様
。
中
学
校
に
お
い
て
も
国
語
数

学
と
も
に
全
国
、
県
の
平
均
を
下
回
る
結

果
で
あ
る
。

	

中
学
校
１
年
生
に
お
い
て
は
部

活
動
と
家
庭
学
習
と
の
両
立
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
一
番
の
要
因
と
考
え
る
。
全

職
員
が
同
じ
方
向
で
学
力
向
上
対
策
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
部
活
動
の
活
動
時

間
の
改
善
や
保
護
者
地
域
と
の
連
携
を
図

り
家
庭
学
習
の
充
実
に
努
め
る
。

毎
年
２
月
に
文
化
会
館
を
会
場

に「
三
股
町
文
化
の
祭
典（
歌
詠
み
会
）」を

実
施
。
今
後
は
児
童
生
徒
の
授
業
で
の
学

び
を
教
室
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
生
き
て
い

く
上
で
の
力
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
歌
詠

み
会
を
学
び
を
生
か
す
場
と
し
て
関
連
を

図
る
な
ど
今
後
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
遊
び
と
し

て
取
り
入
れ
る
の
も
有
効
な
手
段
と
思
う
。

	

教
育
委
員
会
や
関
連
課
の
ほ

か
商
工
会
、
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
し
た

新
た
な
推
進
組
織
を
設
置
し
た
い
。
教
育

委
員
会
で
は
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化

の
振
興
を
図
る
た
め
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や

中
学
校
部
活
動
の
児
童
生
徒
が
合
宿
す
る

団
体
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
。

▲毎年遠方からの参加者があるパノラマまらそん

所
信
表
明
に「
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
で
の
通
過
型
の
誘
客
か
ら
滞

在
型
に
転
換
」と
あ
る
。
具
体
的

な
計
画
や
財
政
面
の
裏
付
け
を

含
め
て
ど
う
い
う
転
換
な
の
か
。

問

野
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

が
出
来
る
環
境
整
備
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
。

問全
国
学
力
テ
ス
ト
結
果
は

平
成
30
年
４
月
に
実
施
さ
れ

た
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
本
町
の

結
果
は
。

問

中
学
校
に
お
い
て
低
下
す
る

の
は
何
が
原
因
と
思
わ
れ
る
か
。

問学
校
で
の
短
歌
づ
く
り
は

感
性
や
思
考
力
育
成
の
為
に

短
歌
作
り
を
子
供
達
に
習
慣
化

さ
せ
る
学
び
は
行
え
な
い
か
。

問

合
宿
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
み
を

来
春
、海
外
か
ら
の
合
宿
申
請

書
が
き
て
い
る
。ど
う
本
町
の
活

性
化
を
図
る
か
。

問
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一般質問

楠 原　更 三 議 員

「ふるさと三股」に込めた思いは

町づくりに取組む決意を表した

質
　
問

町
　
長

特
に
深
い
意
味
は
な
い
。三
股
を
ふ

る
さ
と
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
、住
み
良
い

町
づ
く
り
に
取
組
む
決
意
を
表
現
し
た
。

背
景
は
西
部
の
過
密
化
、
中
央
部

の
ス
ポ
ン
ジ
化
、
東
部
の
過
疎
化
問
題
。

将
来
像
は
駅
、
役
場
及
び
五
本
松
団
地
跡

地
周
辺
を
中
心
部
と
位
置
づ
け
、
そ
の
活

性
化
を
図
り
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
。
そ
し
て
、
中
心
地
と
各
集
落
と

は
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築
す

る
こ
と
で
、
高
齢
化
に
も
対
応
し
た
い
。

具
体
的
中
身
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
議

論
を
始
め
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は
、
中
心
部
に

行
政
、
医
療
、
教
育
、
交
通
な
ど
の
都
市

機
能
を
集
積
し
、
中
心
街
の
活
性
化
と
住

民
の
利
便
性
を
向
上
し
よ
う
と
い
う
概
念

で
あ
る
。健

康
と
賑
わ
い
と
交
流
の
拠
点
が

基
本
構
想
の
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、今
の
と
こ

ろ
具
体
案
を
発
表
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。

先
人
の
功
績
を
地
域
資

源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
町
づ
く
り
と
な
る
と
考
え
る
。

広
報
誌
等
で
の
特
集
掲
載
を
検
討
す
る
。

今
の
と
こ
ろ
三
島
公
の
顕
彰
活
動

に
つ
い
て
は
、全
く
白
紙
で
あ
る
。

山
城
は
、
南
北
朝
時
代
の
貴

重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、
観
光
資
源
と
し

て
の
利
用
は
も
と
よ
り
、
文
教
三
股
の
誇

り
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
郷
土
学
習
の

教
材
と
し
て
も
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
相

当
な
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
関

係
課
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　

所
信
表
明
で「
ふ
る
さ
と
三

股
」と
か「
歴
代
の
町
村
長
や
先

人
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
三
股
町
」と
表
現
さ

れ
た
中
に
ど
の
よ
う
な
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
た
の
か
。

問

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
に
取

り
組
む
と
あ
る
が
、周
辺
地
域
か

ら
一
定
範
囲
の
中
心
地
域
へ
人

口
を
誘
導
す
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、マ

イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
心
配
さ
れ

る
。コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指

す
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
そ
の

将
来
像
を
含
め
て
の
町
長
の
基

本
的
考
え
は
。

問

五
本
松
団
地
跡
地
事
業
に
対
し

て
の
町
長
の
基
本
的
考
え
は
。

問三
股
の
特
性
の
ア
ピ
ー
ル
は

2
年
後
に
、
三
股
開
拓
か
ら

１
５
０
年
の
節
目
を
迎
え
る
。最

初
に
近
代
的
都
市
を
建
設
し
た

三
島
公
の
原
点
は
そ
の
時
の
三

股
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。日
本
各

地
の
関
係
都
市
と
の
姉
妹
都
市

提
携
等
を
通
し
て
の
交
流
な
ど
、

三
島
公
の
業
績
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
計
画
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

問

三
股
に
は
山
城
が
三
つ
あ
る
。

山
城
の
こ
と
を
学
校
教
育
や
社
会

教
育
の
中
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
な
環
境
整
備
は
で
き
な
い
か
。

問

▲南側上空からの梶山城跡
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一般質問

堀 内　義 郎 議 員

五本松団地跡地の取組は

全体計画を４〜５年程度と設定

質
　
問

都
市
整
備
課
長

全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
お
お
む
ね
４
〜
５
年
程
度
と
設
定
し
、

今
年
度
は
基
本
構
想
の
案
を
３
パ
タ
ー
ン

程
度
作
成
す
る
事
を
目
標
に
業
務
に
着
手

し
た
。

　
新
た
な
拠
点
施
設
の
整
備
を
検
討
す
る

上
で
、
様
々
な
整
備
手
法
や
関
係
法
令
、

先
進
成
功
事
例
な
ど
、
幅
広
く
情
報
を
収

集
し
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
事

が
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

　
都
城
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
中
核
施
設
等

の
運
営
状
況
の
調
査
や
、
先
進
的
事
例
調

査
と
し
て
佐
賀
市
や
福
岡
県
う
き
は
市
等

の
視
察
を
行
っ
た
。

重
複
し
な
い
よ
う
、
役
割
や
機
能

を
し
っ
か
り
お
さ
え
な
が
ら
再
開
発
に
取

り
組
み
、
持
続
可
能
な
負
の
遺
産
と
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

現
在
地
権
者
と
用
地
取

得
に
つ
い
て
交
渉
中
で
あ
る
。
了
承
が
得

ら
れ
れ
ば
今
年
度
内
に
取
得
し
、
来
年
度

以
降
に
土
地
の
造
成
及
び
販
売
を
開
始
し

た
い
。

宮
村
小
に
近
い
所
と
言
う
事
で
現

在
の
計
画
を
進
め
た
い
。

設
置
の
方
法
や
事
業
費
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現

段
階
で
は
導
入
方
式
に
つ
い
て
は
示
す
事

は
出
来
な
い
。

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
ど

の
ま
ち
で
も
喫
緊
の
課
題
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

　
来
年
度
の
夏
に
間
に
合
う
の
は
厳
し
い

の
か
と
思
う
が
、
再
来
年
度
ま
で
に
は
設

置
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。
国
の
補

正
予
算
を
検
討
し
な
が
ら
、
早
急
に
一
斉

に
学
校
間
の
格
差
が
出
な
い
よ
う
に
取
り

組
み
た
い
。

今
年
は
特
に
天
候
不
順

で
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
公
園
の
草
刈

り
は
基
本
的
に
は
委
託
職
員
２
名
で
対
応

し
て
い
る
が
少
人
数
の
た
め
、
一
部
の
公

園
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
年
間
を

通
じ
て
委
託
し
て
い
る
。

五
本
松
団
地
跡
地
再
開
発
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

問

駅
前
周
辺
の
整
備
を
進
め
て

来
た
が
、
今
の「
よ
か
も
ん
や
」

と
は
別
に「
物
産
館
」の
構
想
は

あ
る
の
か
。

問

小
鷺
巣
地
区
の
宅
地
分
譲
に

つ
い
て
、土
地
取
得
の
交
渉
や
造

成
な
ど
、具
体
的
に
ど
う
実
施
し

て
い
く
の
か
。

問

用
地
取
得
に
つ
い
て
は
地
権

者
の
事
情
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
万
一
の
場
合
に
お
い
て
、

今
後
も
協
議
会
と
話
を
進
め
て

い
く
の
か
。

問熱
中
症
対
策
は

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
。

問
今
後
の
予
定
は
ど
う
な
の
か
。

問

町
道
等
の
整
備
は

町
道
や
公
園
の
草
が
伸
び
、

刈
っ
て
欲
し
い
と
の
声
を
聞
く

が
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

問

小
鷺
巣
地
区
の
宅
地
分
譲
は

▲委託職員による町道の草刈
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特 集

三股で仕事をはじめませんか？

前回の議会だよりの委員会視察報告で、熊本県和水町の「地域雇用創造協議会」を取り上
げました。今回は、平成 30年４月に本町に設立されました「地域雇用創造協議会」について、
推進リーダーの瀬戸口耕一さんにお伺いした内容をお伝えします。

『この協議会は、本町での雇用創出を目的として、設立された団体です。厚生労働省の
「実践型地域雇用創造事業」を実施するために、次の二つの分野にスタッフ6人で取組ん
でいます。

以上のことを、定期的に回覧板や広報三股などでお知らせしています。
これまで、セミナーを10回開催していますが、参加者が少ない状態です。これからも、
本町の雇用増のために様々な企画を考えてまいります。相談等に気軽にお出で下さい。』

①�地元での就職や創業を希望している人、そして地域の企業を対象に、セミ
ナーを開催して、本町の雇用機会の増大や地域活性化を目指します。

②�町内の特産物を生かした商品開発を行い、本町での普及と雇用の拡大につな
げます。

※�上記の二つの分野に興味をお持ちの方は、「地域雇用創造協議会」を遠慮なく訪ねてみま
しょう。なお、この協議会は、役場の北側の建友会館の2階にあります。

　地域雇用創造協議会：☎51―5320

←地域雇用創造協議会の入り口はこちらになります。

本町の「地域雇用創造協議会」を紹介します

12



　

特 集

１．�意見交換会の名称については、広く町民に親しまれるよう、愛称を「議会と語っ
みろ会」（以下、「語っみろ会」）とします。

２．�「語っみろ会」は、原則として議会からテーマを提起し、町内で活動している団
体等へ申し出て開催します。なお、町内で活動している団体等から議長に開催の
申し込みがあった場合には、議会の全員協議会で審査し、必要と認める時に開催
します。

３．�「語っみろ会」の内容は、次の各号のいずれかに該当する事項とします。
（１）町議会に関すること。（議会報告等）
（２）町政に関すること。
（３）その他重要な事項に関すること。

主
な
実
施
要
項

「議会と語
か た

っみろ会」(愛称)になりました

「議会報告会」が、町民のみなさんと、
より気軽に話せる場として「意見交換
会」に生まれ変わります。これまでは、
主に自治公民館を対象にして年に一回
の開催が中心でしたが、自治公民館はも
とより町内で活動している多くの団体
と議会とが意見交換できるように、三股
町議会基本条例の一部を改正する条例
が可決されました。町民の皆さんの声か
けからも随時に開催できるようになり
ました。「意見交換会｣の実施要領から主
な点を紹介します。

｢議会報告会｣が生まれ
変わります!!　

様式第１号（第３条関係） 

平成  年  月  日 

 

三股町議会議長 池邉美紀 様 

団体名               

代表者氏名             

電話番号              

  

 

議会と語っみろ会開催申込書 

 

 

 意見交換会実施要領第３条第２項の規定により、下記のとおり「語っみろ
会」の開催を申し込みます。 

 

記 

 

１ テーマ（内容） 

                                                                          

 

２ 希望日時 

  第１希望 平成  年  月  日（ ）  時  分～  時  分 

  第２希望 平成  年  月  日（ ）  時  分～  時  分 

  第３希望 平成  年  月  日（ ）  時  分～  時  分 

 

３ 参加予定人数 

   約  人  

 

４ 会場（希望する会場） 

                        

 

５ その他（意見交換会を希望する特定の委員会などがあればご記入ください） 
                        

 

 

 

申込先：三股町議会事務局 電話 ５２－９３１０ 

                        FAX  ５２―４９４４ 

 

※皆様の声を議会活動に活かしてまいります。お気軽にお申し込みください。
◎�詳細については、議会事務局にお問い合わせください。町のホームページにも掲載してあ
ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   議会事務局：☎52－9310

議会と語っみろ会の開催については右
の「開催申込書」を三股町議会事務局へご
提出ください。
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編 
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後 

記

今
年
は
立
て
続
け
に
強
い
台
風
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
科
学
の
発
達
し
た
現
代
で
も
、

昔
と
変
わ
ら
ず
、
耐
え
る
こ
と
し
か
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。　

人
間
の
力
の
及
ば
な
い
自
然
の
営
み
に
、

神
の
存
在
を
感
じ
て
き
た
日
本
人
の
感
性

に
、
改
め
て
敬
服
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
各
地
に
四
季
折
々
の
祭
り
と
し
て
伝
え

ら
れ
て
き
て
、
日
本
の
原
風
景
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

近
年
で
は
、
秋
祭
り
が
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と

い
う
表
現
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
時
代
が

移
り
変
わ
っ
て
い
く
瞬
間
を
見
て
い
る
気
が

し
ま
す
が
、
本
町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
た
く

さ
ん
の
郷
土
芸
能
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
、
ふ
る
さ
と
三
股
を
感
じ
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
楠
原
）

委
員
長福 

永
　
葊 

文

副
委
員
長楠 

原
　
更 

三

委
　
　
員山 

中
　
則 

夫

委
　
　
員指 

宿
　
秋 

廣

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

発
行
責
任
者
／
池 

邉
　
美 

紀

三股中学校部活紹介

剣道部は、3 年生 2 名、2 年生
4名、1年生 5名の計 11名で、顧
問　森瑞樹先生、柿木龍馬先生、
副顧問　竹元眞理子先生、コーチ　
大坪学嗣さん（三股町役場）のご
指導のもと、日々の稽古を頑張っ
ています。

夏の県中体連では、女子団体がベスト 4まで勝ち上がりました。地区秋季大会では、女子団体が
優勝、男子団体は 3位、男子個人では末永瑠音さんが 3位、女子個人では森綺美さんが 1位、安藤
羽菜さんが 3位に入賞し県大会に出場します。
先輩方が築いた伝統を引き継ぎ、文武両道で頑張っていきます。ご声援よろしくお願いします。

剣道部

三股中吹奏楽部ハートフルウイ
ンズ Team Kubota は、一心不
乱～ E（演奏）K（行動）G（元気）
No1を掲げています。

私たちはとても明るく何事にも前向きに取り組むことができるチームです。県吹奏楽コンクール
では金賞、九州マーチングコンテストでは銀賞を受賞することができました。今後は、11月 10 日
にふるさと祭り、24日に定期演奏会が行われます。「EKG」で取り組みますので、これからも温かい
ご声援をよろしくお願いします。

吹奏楽部

議会です。




